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名古屋市立大学は、自然の恵み豊かな濃尾平野の大地に抱かれた中部圏の
中心都市である名古屋市の市民によって、1950年に設立された。
医学部、薬学部からなる公立大学として開学した本学は、名古屋薬学校
（1884年開校）と名古屋市立女子高等医学専門学校（1943年開校）を
源流とする。その後、地域社会の要請に応えて学術的貢献領域を拡充しつつ、
2006年には公立大学法人化を果たし、現在、6学部7研究科を有する都市
型総合大学となり、さらなる進化を遂げようとしている。
本学は、これまで一貫して地域に開かれ、広く市民と連携し、協働してきた。
科学・技術・芸術・文化・産業・経済の発展と医療・健康福祉の向上に寄与
し、それぞれの分野で、知性と教養に溢れ、創造力に富んだ次世代を担う有
為な人材を輩出している。
教職員、学生をはじめ、本学に集うすべての人は、市民の付託に応え、真理
を探究し、本学が人類の幸福に資する実践的な研究成果を世界に発信する
誇り高き「知の創造の拠点」となるため、今後も果敢に行動していくことを
誓い、ここに大学憲章を制定する。

前文

1. 創造性豊かなトップレベルの
 研究の実践
2. 地域社会の明るい未来を育む
 研究拠点機能
3. 国際的・学際的研究への挑戦

研究
1. 個性に即した人生の
 思考基盤となる教養の涵養
2. 次世代をリードできる
 バランス感覚に優れた人材の育成
3. きめ細やかで温もりのある
 教育の実践

教育

1. 地域社会への貢献
2. 研究教育成果の還元

社会貢献
1. 安全で開かれた医療の提供
2. 質の高い医療人の育成

大学病院

1. 国際社会への貢献
2. 多文化共生社会の実現

国際化
1. 自主・自律の精神に基づく
 大学運営
2. 健全な財政運営と施設環境の整備
3. 時代の潮流に応じた改革・改善

大学運営

2014年10月28日

大学憲章1
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「名市大未来プラン2026」の検討にあたり、開学100周年(2050年)を見
据えた本学のあるべき姿として「ずっとイチバン名市大」と具体的な5つの
フレーズを掲げています。

明るい未来を切り拓くプラン

「名市大未来プラン2026」の策定に向けて

2 名市大未来プラン

本学は、時代の変化に的確に対応し、
強味を活かしながら明るい未来を築
いていくため進むべき指針「名市大
未来プラン」を策定しています。
2014年、2021年に策定した中長
期的かつ戦略的なプランは、ほぼ実
現することができたことから、「名市
大未来プラン2026」の策定に取り
組んでいます。

“イチバン”という言葉には、「No.1」という意味にとどまらず、「オンリー
ワン」「学生・患者さんファースト」「真っ先に」といった想いが込められて
います。さらに、“ずっと”という修飾語では、現在のナンバーワン、オン
リーワンを“名市大らしさ”として大切に継承しながらも、新たなイチバンを
創出し続け、2050年に向けてずっとイチバンの存在でありたいという意思
を表しています。

ずっとイチバン名市大

変革に挑み続ける“イチバン”の勇気

世界を驚かす“イチバン”の研究

人生に寄り添う“イチバン”の学び

どんなときも“イチバン”の医療・福祉

名古屋を“イチバン”の世界都市に

2



沿　革3

学部・大学院4

●医学部
●薬学部
●経済学部
●人文社会学部
●芸術工学部
●看護学部
　（令和7年4月入学生より医学部へ移行）

●総合生命理学部
●データサイエンス学部

●医学研究科
●薬学研究科
●経済学研究科
●人間文化研究科
●芸術工学研究科
●看護学研究科
●理学研究科
●データサイエンス研究科

7学部8研究科
学部： 大学院：

※各学部・研究科それぞれのカラーを配置しています。

1884

1931

1943

1950

1964

1996

1999

2006

2018

2023

2025

2026

2021

名古屋薬学校設立

名古屋市民病院（のちの名古屋市立大学病院）開設

名古屋市立女子高等医学専門学校設立

名古屋女子医科大学と
名古屋薬科大学を統合して、
名古屋市立大学として発足

経済学部設置

人文社会学部・芸術工学部設置

看護学部設置

総合生命理学部設置

東部・西部医療センター、附属病院運営開始

公立大学法人名古屋市立大学設立

・データサイエンス学部設置
・みどり市民・みらい光生病院、附属病院運営開始

リハビリテーション病院、附属病院運営開始

救急災害医療センター開棟

明るい
未来

3



5 学生数

学部生 4,828人

大学院生 1,029人

令和8年5月1日現在　※正規生のみ

令和8年5月1日現在　※正規生のみ

6 役員・教職員数

合計 5,047人　内教員数 912人

【内訳】
令和8年5月1日現在

医学研究科
薬学研究科

経済学研究科
人間文化研究科
芸術工学研究科
看護学研究科
理学研究科

データサイエンス研究科

0 100 200 300 400 500

医学部

薬学部

経済学部

人文社会学部

芸術工学部

看護学部

総合生命理学部

データサイエンス学部

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1,000 1,100

999
男：452 女：547

男：283 女：334

男：685 女：448

男：241 女：664

男：155 女：277

男：10 女：231

男：93 女：87

男：222 女：99

617
1,133

905
432

241
180

321

359
177

107
111

76
81
84

34

※正規職員のみ

役員 13人

大学職員 315人

教授 202人
准教授 186人

助教 358人

助手 7人

病院職員 3,807人

講師 159人
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7 学部生の出身高校所在地

令和8年5月1日現在

総学部生数

4,828人

愛知

県内 1,565人
市内 1,584人

北陸

71人

北海道

21人
東北

12人

関東

151人

近畿

267人

中国

63人
四国

26人

九州

70人
沖縄

17人

国外など

47人

甲信越

63人

東海

岐阜     433人
三重     262人
静岡     176人※第3年次編入学

　1名含む

5



8 卒業後進路

学部卒就職率 98.7％

【経済学部・人文社会学部・芸術工学部・総合生命理学部の分野別就職状況】

【国家試験合格率】

就職者/就職希望者
●経済学部　209人/214人中 ●人文社会学部　191人/194人中
●芸術工学部　66人/67人中 ●総合生命理学部　14人/14人中

●公務員就職者数　85人
●大学院進学者数　72人
●学部卒業者数　累計33,045人  令和8年5月1日現在

令和7年度

金融業・保険業 59人
不動産・

物品賃貸業 8人

宿泊業・
飲食サービス業
3人

学術研究・専門・
技術サービス業
31人

建設業 18人

卸売・小売業 32人

製造業 81人

運輸業・郵便業
12人

情報通信業
93人

電気・ガス・
熱供給・水道業

10人

生活関連サービス業・
娯楽業
4人

教育・学習支援業
15人

医療・福祉 7人

サービス業 22人

公務員 85人

看護師

100％
保健師

100％
助産師

100％
医師

95.3％
薬剤師

89.3％
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9 社会貢献

【公開講座開催実績】

1. 市民への生涯学習機会の提供 

❶市民公開講座
８研究科および６附属病院群を有する総合大学の強みを生
かした多彩なテーマで市民の皆さまに専門的な知識を分
かりやすく解説する講座

❺最新医学講座 オープンカレッジ
基礎・臨床分野が蓄積している最新の研究情報を分かりや
すく解説する講座

❸マンデーサロン

❷Human&Social サイエンスカフェ

❹サイエンスカフェ in 名古屋

❻なごや看護生涯学習公開講演会
地域の保健医療識者が求めている知識、情報、話題などの提
供を通じて、医療の質向上に貢献することを目的とした講演会

市民と科学者が喫茶店でコーヒー片手に気軽に科学に
ついて話し合う場

市民と教員がカフェでお茶とスイーツを楽しみながら人
文・社会科学系のテーマについて話し合う場

人間文化研究科の教員をはじめ、連携校の教員や連携
先の職員らがスピーカーとなり、学内外からの参加者と
知的交流を深める場

サイエンスカフェ等

年度別受講者数

370人

71人

74人

191人

83人

30人

令和5年度

375人

35人

42人

39人

123人

105人

令和6年度
区分

380人

31人

34人

67人

133人

70人

令和7年度

令和5年度
❶
❹

❷❸ ❺❻ ❼❽

11

13

❾ 10

12

14 1516 1718

令和6年度
❶

❹
❷❸

❺ ❻❼ ❽
11

13

❾ 10

12

14 1516 1718

令和7年度

日本経済新聞「大学の地域貢献度調査」で３回連続日本一！

0

2,000

1,000

4,000

3,000

5,000

6,000

7,000

8,000
（人）

❶
❹
❷❸

❺ ❻❼ ❽
11

13

❾ 10

12

14 1516 1718
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2. 既卒者への学びなおし、リカレント教育講座

12連携講座
名古屋市教育委員会、名古屋市生涯学習センター等との
共催講座

13その他公開講座（ワークショップ・セミナー等）
上記講座以外にも、市民向け公開講座、ワークショップ、セ
ミナー等を随時実施

❾授業公開
学部学生に開講している授業科目を市民が学生と一緒に
受講できる事業

10ひらめき☆ときめきサイエンス
日本学術振興会との共催により、小学校5・6年生、中学生、
高校生を対象に、最先端の研究成果について、直に見る、
聞く、ふれることで、科学のおもしろさを感じてもらうプロ
グラム

❼地域連携セミナー
保健医療福祉関連職種の方々や市民と連携して取り組む
べき社会的な問題をテーマにした講座

11シンポジウム・講演会
シンポジウムや講演会等を開催

14名市大　医療・保健　学びなおし講座
主に医療・保健分野の国家資格保有者を対象とした高度
な再教育プログラム

16名古屋市立大学薬学部卒後教育講座
薬学部同窓会（薬友会）との共同による、卒業生をはじめ
とする地域の薬剤師を対象とした再教育プログラム

18なごや看護実践セミナー
地域の保健医療職者を対象とした、専門職者の専門性を
高めるための講座

15東海薬剤師生涯学習センター講座
静岡県立大学との連携による地域の薬剤師を対象に最新
の薬学知識や技能の習得を支援する研修プログラム

❽薬用植物園公開講座
田辺通キャンパスにある薬用植物園を一般公開し、薬学研
究科の教員・学生により、栽培している植物の特徴や利用
方法について解説する講座

年度別受講者数

年度別受講者数

区分

区分

17看護研究のすすめ
看護学研究科の教員による、看護研究に特化した個別相
談や講座

86人

200人

9人

17人

1,069人

202人

2,846人

令和5年度

156人

224人

37人

42人

597人

486人

3,913人

令和6年度

185人

24人

119人

65人

令和5年度

11人

207人

11人

89人

54人

令和6年度

60人

127人

248人

25人

50人

564人

490人

5,443人

5,248人 6,174人 7,662人

令和7年度

194人

10人

93人

96人

404人 421人 430人

令和7年度

37人

合　計

合　計

8



10 留学生・国際交流

外国人留学生数　180人

【国別留学生数】　令和8年5月1日現在

中国

101人

ドイツ

2人

タイ

3人

インドネシア

6人

ベトナム

3人

台湾

10人

韓国

29人

エジプト

4人

バングラデシュ

6人

イラン

1人

スペイン

1人

ウズベキスタン

3人

アゼルバイジャン

1人

インド

2人

ミャンマー

2人
ペルー

1人
ルーマニア

2人

イタリア

1人

パキスタン

1人

スーダン

1人

9



11 科学研究費助成事業

12 共同研究・受託研究等

金額　1,106,277 千円

■共同研究
大学の主体性のもと、民間企業等の研究者・研究費を大学に受け入れ、教員と民間
企業の研究者が共通の課題について対等の立場で研究を行うものです。

■受託研究
民間企業等から委託を受けて、大学の業務として行う研究で、これに要する経費を
当該民間企業等が負担する制度です。

■学術奨励寄附金（研究助成金含む）
学術研究の奨励に使用されることを目的とする寄附金を指します。

【科学研究費補助金等】
文部科学省が所管する「科学研究費助成事業」及び厚生労働省が所管する「厚生
労働科学研究費補助金」等により助成される「公的研究費」を指します。

※【 】内は間接経費（外数）です。

■採択件数　■金額（単位：千円）

■共同研究　■受託研究
■学術奨励寄附金

令和7年度

860,325
【245,952】

（単位：千円）

令和7年度

191,354

1,317,179

586,525

令和5年度

184,937

913,760

330,308

令和6年度

154,053

1,164,511

390,585

令和7年度

令和5年度

524件

841,411
【232,047】

令和6年度

523件 512件

892,771
【247,195】
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13 附属病院

6病院合計病床数 2,223床

名古屋市立大学病院 東部医療センター

西部医療センター みどり市民病院

みらい光生病院

国公立大学で全国最大規模の附属病院群

243,473 150,914 147,856

667.0 413.5 405.1

441,198 272,626 301,707

1,823.1 1,126.6 1,246.7

区分

1日
平均

延べ

1日
平均

延べ

病床数 800床

病床数 500床

病床数 140床 リハビリテーション病院 病床数 80床

病床数 205床

病床数 498床

令和8年4月1日現在

入院
患者数
（人）

※

外来
患者数
（人）

※

名古屋市立
大学病院

東部医療
センター

西部医療
センター

63,796

174.8

78,130

322.9

みどり
市民病院

41,604

113.9

18,746

77.5

みらい
光生病院

21,647

59.3

23,006

95.1

リハビリ
テーション
病院

※令和7年4月～令和8年3月

11



14 蔵書数

田辺通分館 北千種分館

桜山（川澄）・滝子（山の畑）・田辺通・北千種キャンパスに川澄分館、山の
畑分館、田辺通分館および北千種分館が設置されており、専門分野の図
書・雑誌を収集・保管しています。
また、学内LANに接続されたパソコンから電子ジャーナルを利用することが
できます。

令和8年3月31日現在

蔵書（冊）
合計

860,397

和書
582,593

洋書
277,804

山の畑分館 399,436

田辺通分館 32,852
北千種分館 62,636

川澄分館 41,264

田辺通分館 35,245

北千種分館 19,379

山の畑分館 181,916 川澄分館 87,669

和雑誌
9,176

洋雑誌
4,762

雑誌（種）
合計

13,938

山の畑分館 6,029

田辺通分館 575

北千種分館 663

川澄分館 1,526

田辺通分館 587

北千種分館 202

山の畑分館 2,447 川澄分館 1,909

12



15 財務状況

16 メディア掲載実績

【令和8年度当初予算額】 （単位：千円）

歳入
154,767,231

大学収入  
38,615,167 

市立大学病院収入  
52,412,006 

  東部医療センター収入
23,109,597 

  西部医療センター収入
28,175,756 

  みどり市民病院収入
6,671,540 

  みらい光生病院収入
3,140,529 

リハビリテーション病院収入  
2,642,636 

本学の教育・研究活動等について、新聞、テレビ、ラジオ、雑誌、ウェブニュー
スなどのマスメディアで取り上げられた件数を年度ごとに集計しています。

歳出
 154,076,404 

大学費  
 38,615,167 

市立大学病院費  
 52,410,922 

  東部医療センター費
23,078,056 

  西部医療センター費
27,650,183 

  みどり市民病院費
6,655,402 

  みらい光生病院費
3,074,586 

リハビリテーション病院費  
 2,592,088

9,000
（件）

8,000
7,000
6,000
5,000
4,000
3,000
2,000
1,000

0
2014 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

805 1,113 1,166 1,190
1,903

2,859

4,166
4,889 4,961

6,351
7,198

8,328
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17 キャンパス面積

桜山（川澄）キャンパス

田辺通キャンパス

滝子（山の畑）キャンパス

北千種キャンパス

桜山（川澄）キャンパス

滝子（山の畑）キャンパス

田辺通キャンパス

北千種キャンパス

東部医療センター

西部医療センター

みどり市民病院

その他

合計

65,938.98㎡

63,587.59㎡

46,571.96㎡

25,967.63㎡

27,609.31㎡

27,652.24㎡

8,494.72㎡

2,596.06㎡

268,418.49㎡

令和8年4月1日現在（敷地面積）

令和8年4月1日現在（使用面積）

葵キャンパス、みらい光生病院、名東キャンパス及びリハビリテーション
病院については、名古屋市からの許可または貸し付けを受けた建物を使
用しています。    

葵キャンパス

みらい光生病院

名東キャンパス

リハビリテーション病院

合計

9,765.36㎡

9,650.32㎡

5,228.35㎡

6,542.24㎡

31,186.27㎡
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桜山

瑞穂区役所

鳴海

西部医療センター

東部医療センター

北千種キャンパス

名東キャンパス
みらい光生病院

滝子（山の畑）キャンパス

田辺通キャンパス

リハビリテーション病院

桜山（川澄）キャンパス
名古屋市立大学病院

みどり市民病院

葵キャンパス
名古屋

桜
通
線

金山

18 アクセス

滝子（山の畑）キャンパス 〒467‐8501 名古屋市瑞穂区瑞穂町字山の畑1

田辺通キャンパス 〒467‐8603 名古屋市瑞穂区田辺通3‐1

北千種キャンパス 〒464‐0083 名古屋市千種区北千種二丁目1‐10

葵キャンパス 〒461-0004 名古屋市東区葵一丁目4番7号

東部医療センター 〒464‐8547 名古屋市千種区若水一丁目2番23号

西部医療センター 〒462‐8508 名古屋市北区平手町1丁目1番地の1

みどり市民病院 〒458-0037 名古屋市緑区潮見が丘一丁目77番地

名東キャンパス みらい光生病院 〒465-8650 名古屋市名東区勢子坊二丁目1501番地

リハビリテーション病院 〒467-8604 名古屋市瑞穂区弥富町字密柑山1番地の2

 〒467‐8601 名古屋市瑞穂区瑞穂町字川澄1

■大学基礎データ
▼より詳細なデータをウェブサイトに掲載しています

■University Numbers 
　and figure （English）

発行／2026年7月    連絡先：総務部広報課    TEL 052-853-8328

https://www.nagoya-cu.ac.jp/
about/profile/data/

https://www.nagoya-cu.ac.jp/english/
about/profile/numbers/

桜山（川澄）キャンパス
名古屋市立大学病院
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